
各チームのみなさんへ 

 

●試合開始の６０分前に 

選手証、メンバー表提出と 

ユニホームチェック 

 

●今年度のルール改正は適用しない 

 

●試合時間の１０分前に 

 各コート付近に集合のこと 

 ※前の試合が終了次第、用具等チェック 

 

●試合時間は   

前後半    ２０分ハーフ 

インターバル １０分 

 ※同点の場合、ＰＫ（インターバル１分） 

 

●控え選手はユニフォームと異色のビブス等着用の 

こと 

 

 



指導者のみなさんへ 
 

以下の点に留意してください。 

◎ ベンチ入り人数は指導者３名(有資格者で資格証を首から下げている 

者)、交代要員８名まで 

  ・交代要員はビブス着用 

  ・指導者は審判服でベンチに入らないように 

◎ ベンチでの指示等 

  ・指示をする指導者はテクニカルエリア内で一人 

   （ベンチはテクニカルエリアから離して置いてください） 

  ・指示をする指導者以外は着席。座ったまま指示しない。 

  （アップはベンチから離れて行い、選手を立ったままにしない 

   アップを行わない場合は着席させてください。） 

◎ 選手の用具等の確認 

  ・選手の用具等については、試合前に確認しておく 

   （特に、爪の長さ） 

◎ 試合開始予定時間の１０分前にコート付近に集合 

○ 試合開始時と終了時にセレモニーを行うので、ベンチの指導者・交代 

要員も立って挨拶してください 

 

 



ＰＫ戦における 

ゴールキーパーについて 

 

以下の点に注意してください。 

 

◎フィールドプレイヤー（ＦＰ）がゴールキーパー（ＧＫ）となる場合 

・ＧＫとなるＦＰの背番号の付いたキーパーユニフォームを着用すること 

 ＦＰのユニフォームでそのまま行うことはもちろんのこと、フィールド

又はベンチにいるＧＫのユニフォームを着用することも認めない 

 



審判員のみなさんへ 

 

●試合の前に 

 主審、副審、第４審の４人でしっか 

り打合せ（試合時間と審判の時間に 

余裕を持たせてあります） 

 （今年度のルール改正は適用しない） 

 主審は３級以上の有資格者でお願いします。 

 

●試合時間は   

前後半    ２０分ハーフ 

インターバル １０分 

 ※同点の場合、ＰＫ（インターバル１分） 

 

●試合開始の   

６０分前にユニホーム決定 

 
 

 

 



「主審」のみなさんへ 
 

以下の点に留意してください。 

◎ ユニフォームの決定 

  ・両チームの着たいユニフォームを確認する 

・その際、フィールドプレイヤーは必ず同系色にならな 

いようにする（例 赤とオレンジ、青と紫、白とグレーなど） 

  ・同系色の場合、両チームとも変更したくない時は、コ

イントスで決定する（ホーム優先はない） 

  ・キーパーのユニフォームがどうしても異色にできない

場合は、キーパー同士は同色でも可とする 

◎ 試合の開始時および終了時 

・セレモニーを行う（横並びで挨拶⇒握手（⇒コイントス）） 

◎ 試合前の打合せおよび終了後の審判報告書の記入 

・試合前に副審および第４審としっかり打合せをする 

・終了後に審判報告書を記入（副審・第４審の氏名を忘れずに） 

◎ ＰＫ戦でﾌｨｰﾙﾄﾞﾌﾟﾚｲﾔｰがｷｰﾊﾟｰをする場合には、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾌﾟ

ﾚｲﾔｰの背番号の付いたｷｰﾊﾟﾕﾆﾌｫｰﾑを着用させること 



「第４の審判員」について 
 

以下の点に留意して、主審・副審の援助を行ってください。 

 

◎ ベンチ入り人数の確認（指導者３名、交代要員８名まで） 

  ・交代要員はビブス着用 

  ・指導者を審判服で入らせない（最低限ビブス着用） 

◎ ベンチコントロール 

  ・指示をする指導者はテクニカルエリア内で一人 

  ・指示をする指導者以外は着席させる 

   （アップをする選手は立ったままにしておかない） 

  ・不適切な発言等の注意 

◎ 交代の手続き（交代ゾーンでの適切な交代を監視する） 

◎ ボールの交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：競技規則（抜粋） 

2. 第４の審判員 

第4 の審判員の援助には次のものが含まれる： 

• 交代の手続きの管理 

• 競技者と交代要員の用具の点検   

• 主審のシグナルや承認を受けたあとに、競技者を再入場させる。 

• ボール交換の管理 

• 前半、後半（延長戦を含む）の終了時に主審がプレーに追加しようとする最小

限のアディショナルタイムの表示 

• テクニカルエリアに入っている者が責任ある行動を取らなかった場合、主審に

伝える。 


